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 今年も、園内紅
葉情報を HP やツ
イッターなどで、
ご案内します。今
年はどんな秋色を
目にすることがで
きるでしょう？ 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

「江戸と水戸ウィーク」記念 

『小石川後楽園検定』開催！ 
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《昨年の様子》 

 
 小石川後楽園の園内にある小さな田んぼは、地元の小学 

生が春の田植え、秋の案山子(かかし)作り、稲刈りなどを 

体験するための貴重な場所にもなっています。今年も 9 月 11 日に案山子作り体験が行われ、現在は児童のみなさ

ん力作の案山子たちが、たわわに実った稲を都会の鳥たちから守っています。 

 この田んぼは、当園を完成させた水戸徳川家二代藩主の光圀(みつくに)が、跡取り・綱條(つなえだ)の公家(京都の

今出川家)出身の夫人に、農耕の大切さや、農民の苦労を教えるために作ったといわれています。 

 そして、今年の稲刈りは、10 月 4 日(木) 10 時～11 時 30 分(予定)(※雨天の場合は 10 月 5 日(金)に実施予

定。実施の有無は、当日 8 時 40 分以降に、小石川後楽園サービスセンターへお問合せください。) 

 稲刈りが終わると、田んぼでは稲を乾燥させるための“はざがけ”もご覧いただけます。 

 実りの秋！今年も豊作になりますように。 

 少しずつ暑さが和らぎ、夕方になると園内でも秋の

虫の鳴く声が聞こえるようになりました。 

 読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋！今年はどんな秋

になるでしょう？ワクワクしますね。 

 さて、小石川後楽園では、今年も下記の日程で「江戸

と水戸ウィーク」を開催します。水戸市にある水戸市植

物公園、弘道館との合同開催によるこの催しは、今年で

三回目を迎えます。 

 今回は記念として、下記の内容で『小石川後楽園検定』

も開催します。小石川後楽園から、楽しい“行楽の秋”

を始めてみませんか？  

 

「江戸と水戸ウィーク」 

開催期間：１０月６日(土)～１０月１４日(日) 

     ９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 

●「小石川後楽園検定」 

内容：「江戸と水戸ウィーク」の期間中、入園者に問題

用紙を配布します。小石川後楽園に関する問題を解きな

がら、園内を巡りましょう。正解の数により「達人」「上

級」「中級」の認定証を進呈します。また、参加された

すべての方に、参加賞を差し上げます。(参加費無料(入

園料別途)、監修：歴史家・安藤優一郎氏) 

 

 「小石川後楽園検定」を楽しんでいただくために、園

内地図、解説版、そして、このかわら版にもヒントを盛

り込んでいます。いつもお越しくださるみなさまも、初

めてお越しくださるみなさまも、この機会に、小石川後

楽園に関するイロイロな問いに挑戦してみませんか？

きっと、新しい発見がたくさんありますよ。 

 

 さらに、「江戸と水戸ウィーク」期間中には、普段 

はご覧いただけない得仁堂特別公開、江戸と水戸をつ 

なぐスタンプラリーも開催します。詳しくはチラシや 

ホームページなどで、ご案内中です。 

「江戸と水戸ウィーク」合同開催 『弘道館』 

 
《弘道館・正庁》 

 水戸市にある「弘道館(こうどうかん)」は、水戸徳川家

九代藩主の斉昭(なりあき)の政策によって創設された水戸

藩の藩校です。仮開館は天保 12 (1841) 年、当時は日本

で最大の藩校でした。敷地面積は約 178,400 ㎡(54,000

坪)、その規模は、幕府の昌平黌(しょうへいこう)や、金沢

の明倫堂(めいりんどう)をはるかに超えていました。 

 斉昭は弘道館を創設する際、水戸藩江戸上屋敷(小石川後

楽園)に存在した八卦堂(はっけどう)に倣(なら)い、弘道館

の敷地内にも八卦堂と呼ばれる建物を造りました。この八

卦堂は、弘道館の教育目標を記した『弘道館記』碑を保存

するための鞘堂(さやどう)でした。 

 『偕楽園記』の中で斉昭は、弓の「一張一弛(いっちょう

いっし)」(弦を張ったり、ゆるめたりすること。『礼気』

にある孔子の言葉)、馬の「一馳一息(いっちいっそく)」(走

らせたり、休ませたりすること。)という言葉を紹介し、緊

張の後に休息を取ることが大切なことを説いています。 

 斉昭は、弘道館で文武の修業に励んだら(張・馳)、「偕

楽園(かいらくえん)」で心身を休める(弛・息)ことが必要だ

と考えて、弘道館の開設(仮開館)の約一年後に、弘道館と

一対の施設「偕楽園」を開園しました。 

 弘道館の教育内容も文武両道の理念のもと儒学、国学、

砲術、医学、薬学、天文学、数学などに及び、現在の総合

大学のようでした。このように、弘道館の目的は、天地自

然の秩序(道)を理解して、人の道である道徳を身に着け、

実行する能力を備えた優れた人材を育てることでした。 

 藩士の子弟は藩が指定した家塾で学問を学んだり、道場

で武術を身に着けたりして、15 歳になると弘道館に入り

卒業はありませんでした。江戸幕府、最後の将軍となった

徳川慶喜も、弘道館ができた５歳の時から 11 歳になるま

でここで学びました。 

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その３８ 

 

地元の小学生による 

 
「案山子作り・稲刈り」体験 

 

 
《今年の様子》 


